
― 122 ―

新村衣里子　「トラ・寅・虎」の多様性

「
ト
ラ
・
寅
・
虎
」
の
多
様
性

―
―
『
曽
我
物
語
』
の
虎
御
前
に
関
す
る
一
考
察
―
―

新
　
村
　
衣
　
里
　
子

は
じ
め
に

　

源
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
た
翌
年
の
建
久
四
（
一
一
九
三
）
年
、

曽
我
十
郎
祐
成
と
五
郎
時
致
が
富
士
の
裾
野
で
父
親
の
敵
で
あ
る
工
藤
祐
経
を

討
っ
た
。
こ
の
事
件
を
題
材
に
し
て
作
ら
れ
た
の
が
『
曽
我
物
語
』
で
あ
る
。

敵
討
成
就
後
に
非
業
の
死
を
遂
げ
た
彼
ら
は
畏
れ
ら
れ
、
御ご

霊り
ょ
う

神じ
ん

と
し
て
崇

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
彼
ら
の
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
行

わ
れ
た
語
り
か
ら
曽
我
兄
弟
の
物
語
が
生
成
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

折
口
信
夫
氏
は
、
熊
野
信
仰
の
一
分
派
に
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
、
箱
根
や

伊
豆
を
拠
点
に
活
動
し
た
瞽ご

ぜ
巫
女
を
物
語
の
語
り
手
と
し
て
想
定
す

（
1
（

る
。
そ
の

後
、
角
川
源
義
氏
に
よ
っ
て
「
原
曽
我
物
語
」
の
存
在
が
想
定
さ
れ
た
。
氏
は

「
原
曽
我
物
語
」
の
作
者
に
木
曽
義
仲
の
右
筆
で
あ
っ
た
箱
根
山
の
大
夫
坊
覚

明
（
信
救
）
を
擬
し
、
そ
の
展
開
と
し
て
の
「
中
間
真
名
本
」
が
安
居
院
の
唱

導
家
の
影
響
の
も
と
伊
豆
山
密
厳
院
で
成
長
し
、
さ
ら
に
時
衆
教
団
に
管
理
さ

れ
て
「
十
巻
真
名
本
」
が
成
立
し
た
と
推
察
さ
れ

（
2
（

る
。

　

ま
た
福
田
晃
氏
は
、
物
語
に
な
る
以
前
の
「
曽
我
語
り
」
の
存
在
を
想
定
し
、

死
霊
の
口
寄
せ
を
す
る
巫
女
に
発
し
た
曽
我
御
霊
の
語
り
が
「
箱
根
駒
形
修
験

比
丘
尼
」
や
箱
根
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
大
磯
の
「
高
麗
比
丘
尼
」
ら
の
関

与
に
よ
っ
て
成
長
し
た
と
す
る
。
さ
ら
に
時
衆
、
勧
進
聖
、
念
仏
聖
、
念
仏
比

丘
尼
な
ど
の
人
々
を
経
て
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
を
考
究
さ
れ

（
（
（

た
。

　
『
曽
我
物
語
』
の
諸
本
は
、
そ
の
表
記
の
上
か
ら
真
名
本
と
仮
名
本
に
大
別

さ
れ

（
（
（

る
。
本
稿
で
は
、
古
態
を
示
す
と
さ
れ
る
真
名
本
『
曽
我
物
語
』（
以
下
、

真
名
本
と
称
す
）
を
手
掛
か
り
に
、
十
郎
の
恋
人
で
あ
る
虎
御
前
の
名
が
喚
起

す
る
多
様
性
や
境
界
と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一　
「
ト
ラ
」
が
帯
び
る
境
界
性

　

真
名
本
巻
五
で
、
曽
我
兄
弟
が
敵
討
を
企
て
て
い
る
と
知
っ
た
母
親
は
、
そ

の
よ
う
な
心
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
と
彼
ら
に
家
庭
を
持
つ
こ
と
を
勧
め
る
。
五

郎
は
、
咎
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
か
ら
妻
子
は
持
て
な
い
が
、
遊
女
の
も
と
に
通

う
の
で
あ
れ
ば
敵
に
遭
遇
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
都
合
が
よ
い
と
十
郎
に
説
く
。

小
田
原
か
ら
鎌
倉
ま
で
の
数
々
の
宿
を
巡
り
歩
い
た
十
郎
は
、
最
終
的
に
大
磯

で
虎
御
前
と
出
会
う
。
虎
は
、
宮く

内な
い

判
官
家
長
が
平
塚
宿
の
遊
女
夜
叉
王
の
も

と
に
通
っ
て
生
ま
れ
た
子
で
、
寅
の
年
の
寅
の
日
の
寅
の
時
に
生
ま
れ
た
の
で

三み

虎と
ら

御
前
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
父
の
死
後
に
、
容
貌
の
美
し
さ
を
か
わ
れ
て
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大
磯
宿
の
長
者
（
遊
女
の
長
）
の
菊
鶴
の
養
女
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

大
磯
で
十
郎
が
虎
御
前
と
出
会
っ
た
理
由
を
、
角
川
氏
は
「『
神
道
集
』
に

見
え
る
や
う
な
伊
豆
・
箱
根
二
所
権
現
の
縁
起
に
、
大
磯
高
麗
山
が
強
く
結
ば

れ
た
時
代
の
所
産
と
し
て
、
十
郎
の
戀
人
大
磯
の
虎
を
登
場
さ
せ
て
ゐ
た
か
も

し
れ
な

（
5
（

い
」
と
す
る
。

　

虎
御
前
の
名
に
関
し
て
は
、
柳
田
國
男
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。
氏
は
「
越

中
立
山
の
結
界
に
石
を
止
め
た
止
宇
呂
の
尼
、
加
賀
の
白
山
に
石
を
遺
し
た
融

の
婆
は
、
あ
る
い
は
諸
国
に
行
脚
を
し
て
石
の
話
を
分
布
し
た
虎
御
前
と
関
係

が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
今
日
と
な
っ
て
は
意
味
も
不
明
な
ト

ラ
ま
た
は
ト
ウ
ロ
と
い
う
語
は
、
こ
の
種
の
石
の
傍
で
修
法
を
す
る
巫
女
の
称

呼
で
は
な
か
っ
た
ろ
う

（
（
（

か
」
と
し
て
、「
ト
ラ
・
ト
ラ
ン
・
ト
ウ
ロ
」
が
固
有

名
詞
で
は
な
く
各
地
を
遊
行
す
る
巫
女
の
一
般
名
称
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察

さ
れ
る
。

　

虎
御
前
の
名
の
由
来
で
あ
る
「
寅
」
に
関
す
る
出
生
の
根
拠
に
つ
い
て
、
角

川
氏
は
、
寅
年
の
女
性
が
宗
教
的
な
呪
力
を
持
つ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

挙
げ

（
（
（

る
。
會
田
実
氏
は
、
信
貴
山
で
の
毘
沙
門
天
の
出
現
や
中
国
の
詩
人
屈
原

の
出
生
が
「
三
寅
」
に
関
わ
る
事
例
な
ど
を
通
し
て
、
三
寅
が
「
禳
災
」
の
意

を
表
す
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
氏
は
ま
た
、
呪
的
意
味
合
い
を
有
す
る
三
寅
出

生
の
「
ト
ラ
」
か
ら
「
ト
ラ
ン
・
ト
ウ
ロ
」
へ
と
逆
訛
伝
し
た
と
い
う
可
能
性

も
あ
る
と
考
察
さ
れ

（
（
（

た
。

　

小
松
和
彦
氏
は
、
牛
若
丸
（
義
経
）
に
よ
る
「
虎
の
巻
」
入
手
と
毘
沙
門
天

信
仰
に
よ
る
「
寅
」
の
重
視
を
関
連
づ
け
、「
毘
沙
門
天
は
丑
寅
の
方
角
つ
ま

り
鬼
門
の
方
角
に
居
る
神
、
時
刻
で
い
え
ば
丑
寅
の
刻
つ
ま
り
夜
と
朝
の
境
界

に
立
つ
神
で
あ
り
、
一
年
の
最
初
の
月
つ
ま
り
正
月
は
寅
月
か
ら
始
ま
り
、
鞍

馬
で
は
こ
ま
犬
に
代
わ
っ
て
虎
が
門
前
を
守
っ
て
い
る
の
も
こ
れ
と
関
係
が
あ

る
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す

（
（
（

る
。

　
『
教
訓
抄
』
巻
一
「
乱
声
の
事
」
に
「
寅
一
点
者
、
為　
二

当
日
時
剋
之
始
。一
凡

神
明
神
道
御
遊
行
幷
奏　
二

祝
祓　
一

必
可　
レ

用　
二

寅
時　
一

云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
寅

の
時
は
重
視
さ
れ
る
時
間
帯
で
あ
っ
た
。
ま
た
謡
曲
で
も
「
風
も
嘯
く
寅
の

時
。
神
の
告
げ
を
も
待
ち
て
見
ん
〳
〵
」（『
老
松
』）
や
「
殘
り
の
神
々
は
。

十
月
一
日
の
寅
の
時
に
悉
く
影
向
な
り
。
様
々
い
ろ
〳
〵
の
神
遊
」（『
大
社
』）

の
よ
う
に
、
神
が
存
在
感
を
示
す
頃
合
い
と
さ
れ
た
。

　

霊
山
に
お
け
る
女
人
結
界
や
女
人
禁
制
の
地
に
遺
物
を
伝
え
た
「
ト
ラ
・
ト

ラ
ン
・
ト
ウ
ロ
」
と
い
う
女
性
や
、
方
角
や
時
刻
を
示
す
「
寅
」
と
も
関
わ
る

「
ト
ラ
」
の
名
は
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
境
界
性
を
表
出
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

虎
が
出
家
し
た
箱
根
は
、
富
士
の
裾
野
へ
向
か
う
五
郎
が
「
死
出

の

大
山
」

と
表
現
し
た
よ
う
に
此
岸
と
彼
岸
と
の
境
界
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
落

合
義
明
氏
に
よ
る
と
、
箱
根
は
軍
事
的
に
も
重
視
さ
れ
た
境
界
で
あ
っ
た
と
い

う
。
氏
は
、
大
夫
坊
覚
明
が
箱
根
山
に
い
た
の
は
、
箱
根
が
「
罪
人
や
避
難
し

て
き
た
人
を
受
け
入
れ
る
場
で
あ
っ
た
」
か
ら
で
あ
り
、
境
界
は
「
観
念
的
に

生
死
、
現
世
・
他
界
を
隔
て
る
空
間
、
ま
た
は
穢
れ
の
浄
化
、
再
生
の
場
と
な

り
う
る
」
た
め
、
箱
根
山
も
「
罪
人
や
匿
わ
れ
る
人
々
を
再
生
さ
せ
る
場

（
山
）
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
」
と
指
摘
さ
れ

（
（（
（

る
。

　

虎
御
前
は
、
駿
河
国
小
林
郷
で
御
霊
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
十
郎
の
も
の
と
思

し
き
声
を
大
木
の
梢
か
ら
聞
い
た
り
、
晩
年
に
曽
我
の
地
で
桜
の
木
に
十
郎
の
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姿
を
見
た
り
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
死
者
と
交
感
し
得
る
者
で
あ
る
と
の

印
象
を
受
け
る
の
は
、
虎
が
境
界
に
在
る
女
性
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

二　

中
世
大
磯
の
特
性
と
三
浦
氏
の
存
在

　

真
名
本
に
描
か
れ
た
和
田
義
盛
に
よ
る
酒
宴
の
場
面
は
、
中
世
の
大
磯
宿
の

繁
栄
ぶ
り
と
遊
女
と
し
て
の
虎
御
前
の
様
子
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
遅
参
し

た
亀
若
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
工
藤
祐
経
の
酒
宴
に
出
て
い
た
こ
と
を
虎
に
話

し
た
の
を
聞
き
、
十
郎
と
五
郎
は
早
速
祐
経
を
追
う
。
大
磯
と
い
う
地
は
、

人
々
に
と
っ
て
の
休
息
地
で
あ
る
と
同
時
に
情
報
の
行
き
交
う
場
で
も
あ
っ
た
。

　

虎
御
前
が
大
磯
宿
の
長
者
に
貰
わ
れ
て
平
塚
か
ら
移
っ
た
こ
と
は
先
述
し
た

が
、
こ
の
移
動
の
背
景
に
は
相
模
国
府
が
大
磯
方
面
へ
と
移
転
し
た
と
い
う
事

情
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
倭
名
類
聚
抄
』
に
大
住
郡

（
平
塚
市
）
に
あ
る
と
記
さ
れ
た
国
府
が
、『
伊
呂
波
字
類
抄
』
で
は
余
綾
郡

（
大
磯
町
国
府
本
郷
付
近
）
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
移
転
時

期
は
十
二
世
紀
中
ご
ろ
以
前
で
は
な
い
か
と
従
来
考
え
ら
れ
て
い

（
（（
（

る
。
頼
朝
が

旗
揚
げ
後
、
最
初
に
論
功
行
賞
を
行
っ
た
の
は
移
転
後
の
相
模
国
府
で
あ
り
、

政
治
的
に
利
用
価
値
が
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
と
推
察
で
き

（
（（
（

る
。
国
府

の
移
転
に
よ
っ
て
人
々
の
往
来
も
増
え
、
大
磯
周
辺
は
活
気
づ
い
て
賑
わ
っ
て

い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
中
世
の
大
磯
は
、
通
過
点
や
中
継
点
と
し
て
そ
の
存
在
感
を
示
す
。
そ

の
名
に
「
い
そ
（
ぐ
）」
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
滞
在
は
一
時
的

な
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
『
東
関
紀
行
』
に
は
「
急
ぐ
心
に
の
み
さ
そ
は
れ
て
、
大
礒
、
絵
嶋
、
も
ろ

こ
し
が
原
な
ど
、
聞
ゆ
る
所
〳
〵
を
、
見
と
ゞ
む
る
ひ
ま
も
な
く
て
打
過
ぬ
る

こ
そ
、
心
な
ら
ず
お
ぼ
ゆ
れ
」
と
あ
り
、『
宴
曲
集
』「
海
道
下
」
に
も
、「
早

む
る
駒
は
大
磯
の　

急
ぎ
て
過
ぐ
る
磯
伝
ひ
」
と
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「
磯
」
は
「
急
ぐ
」
を
連
想
さ
せ
る
地
で
あ
っ
た
。

　

急
い
で
通
過
す
る
所
で
あ
る
と
の
大
磯
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
十
郎
と
虎
御
前
が

共
に
過
ご
し
た
年
月
の
浅
さ
を
強
調
す
る
効
果
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
陸
や
海

の
交
通
路
と
し
て
人
や
物
が
行
き
交
う
大
磯
の
流
動
性
は
、
出
家
後
に
各
地
を

巡
っ
て
移
動
す
る
虎
の
形
象
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ

（
（（
（

う
。

　

こ
こ
で
大
磯
に
お
い
て
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
三
浦
氏
の
存
在
に
注
目
し
た

い
。
海
上
交
通
を
得
意
と
し
た
三
浦
氏
は
相
模
国
の
行
政
に
携
わ
っ
て
い
た
在

庁
官
人
で
あ
る
。
義
経
の
奥
州
潜
伏
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
折
、
藤
原
泰
衡
に

よ
る
朝
廷
へ
の
献
上
品
（
馬
や
金
な
ど
）
が
大
磯
に
到
着
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

こ
れ
を
差
し
押
さ
え
る
べ
き
か
、
三
浦
義
澄
が
頼
朝
に
伺
い
を
た
て
て
い

（
（（
（

る
。

こ
の
よ
う
に
大
磯
で
生
じ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
三
浦
氏
が
介
入
し
て
処
理
し

て
い
た
。
伊
東
祐
親
の
婿
で
あ
る
三
浦
義
澄
は
、
捕
ら
え
ら
れ
た
祐
親
の
助
命

を
求
め
て
尽
力
し
た
人
物
で
あ

（
（（
（

る
。
曽
我
兄
弟
が
慕
う
三
浦
の
伯
母
と
い
う
の

は
こ
の
義
澄
の
妻
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
義
澄
の
子
に
、
曽
我
兄
弟
の
い
と
こ
に
あ
た
る
義
村
が
い
る
。
義
村

は
四
代
将
軍
で
あ
る
藤
原
頼
経
と
親
交
が
深
く
、
頼
経
は
義
村
の
田
村
の
館

（
平
塚
市
田
村
）
を
し
ば
し
ば
訪
れ
て
も
い
る
。
既
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

頼
経
の
幼
名
は
「
三
寅
」
で
あ
っ
た
。

　

彼
に
つ
い
て
、『
愚
管
抄
』
は
「
二
歳
ナ
ル
若
公
、
祖
父
公
経
ノ
大
納
言
ガ
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モ
ト
ニ
ヤ
シ
ナ
ヒ
ケ
ル
ハ
、
正
月
寅
月
ノ
寅
ノ
歳
寅
時
ム
マ
レ
テ
、
誠
ニ
モ
ツ

ネ
ノ
ヲ
サ
ナ
キ
人
ニ
モ
似
ヌ
子
ノ
、
占
ニ
モ
宿
曜
ニ
モ
メ
デ
タ
ク
叶
ヒ
タ
リ
」

と
記
す
。
慈
光
寺
本
『
承
久
記
』
に
も
、「
当
時
ノ
世
中
ヲ
鎮
メ
ン
ト
テ
、
右

大
将
公
経
卿
外
孫
、
摂
政
殿
下
ノ
三
男
、
寅
年
寅
日
寅
時
ニ
生
レ
給
ヘ
レ
バ
、

童
名
ヲ
三
寅
ト
申
若
君
」
を
鎌
倉
へ
連
れ
て
き
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
頼

経
の
将
軍
在
任
時
に
、
虎
御
前
が
往
生
を
遂
げ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、「
三

寅
」
と
「
三
虎
」
の
生
き
た
時
代
に
は
重
な
る
部
分
が
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
そ
も
そ
も
摂
家
将
軍
と
な
る
三
寅
の
東
下
は
西
園
寺
公
経
が
中
心
と

な
っ
て
実
現
し
た
と
さ
れ
る
が
、
三
浦
義
村
も
ま
た
関
与
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と

が
野
口
実
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い

（
（（
（

る
。
ち
な
み
に
義
村
と
真
名
本
成
立
圏

で
も
あ
る
走
湯
山
と
は
、
義
村
が
浄
蓮
房
源
延
を
招
い
て
三
崎
の
海
上
に
て

迎む
か
え

講こ
う

を
営
む
な
ど
の
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き

（
（（
（

る
。

　

大
磯
に
三
浦
氏
が
関
わ
り
続
け
た
こ
と
は
、
六
代
将
軍
と
な
る
宗
尊
親
王
の

鎌
倉
下
向
の
途
次
で
あ
る
大
磯
で
、
三
浦
介
が
宿
泊
や
食
事
な
ど
の
世
話
役
を

務
め
た
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き

（
（（
（

る
。
さ
ら
に
「
足
利
尊
氏
袖
判
下
文
」
に
よ
っ

て
、
三
浦
高
継
に
「
大
磯
郷
」「
高
麗
寺
俗
別
当
職
」
が
安
堵
さ
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
大
磯
郷
と
そ
れ
に
付
随
す
る
と
み
ら
れ
る
高
麗
寺
の
俗
別
当
職
は

代
々
三
浦
氏
が
相
伝
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い

（
（（
（

る
。

　

中
世
に
お
い
て
三
浦
氏
が
大
磯
と
高
麗
寺
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
、
三
寅

の
伝
承
や
三
浦
一
族
で
あ
る
和
田
義
盛
の
酒
宴
話
の
成
立
に
影
響
を
与
え
た
と

も
想
定
で
き
よ
う
。

三　

意
識
さ
れ
る
境
界
―
―
頼
朝
の
支
配
領
域

　

頼
朝
が
支
配
す
る
領
域
の
境
界
は
、
夢
合
わ
せ
譚
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ

（
（（
（

る
。

こ
の
話
は
、
頼
朝
と
政
子
に
従
っ
て
伊
豆
山
に
参
籠
し
て
い
た
安
達
盛
長
の
夢

を
、
大
庭
景
義
が
解
釈
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
盛
長
が
見
た
夢
の
中
で
今

回
着
目
し
た
い
の
は
、
箱
根
に
参
詣
し
た
頼
朝
が
、
左
足
で
東
の
果
て
で
あ
る

奥
州
「
外

の

濱
」
を
、
右
足
で
西
の
果
て
の
「
鬼
界

か

嶋
（
（（
（

」
を
踏
ん
で
い
た
と
い

う
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
景
義
は
、
東
は
平
泉
の
秀
衡
の
館
ま
で
、
西
は
平
家

を
滅
ぼ
し
て
意
の
ま
ま
に
知
行
す
る
と
い
う
示
現
で
あ
る
と
解
い
た
。

　

大
石
直
正
氏
は
「
真
名
本
『
曽
我
物
語
』
が
筆
録
さ
れ
た
鎌
倉
末
の
時
点
で

は
、
幕
府
の
支
配
の
及
ぶ
範
囲
は
そ
の
ま
ま
中
世
国
家
の
統
治
権
の
及
ぶ
範
囲

で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
」
と
し
、
奥
州
藤
原
氏
と
平
家
を
滅
亡
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
立
し
た
鎌
倉
幕
府
が
外
が
浜
か
ら
鬼
界
嶋
ま
で
を
支
配
領
域
と
す
る

こ
と
を
、
こ
の
夢
合
わ
せ
譚
は
象
徴
的
に
述
べ
て
い
る
と
す

（
（（
（

る
。
入
間
田
宣
夫

氏
も
、「
東
西
の
境
」
を
鬼
界
嶋
平
定
と
奥
州
合
戦
に
よ
っ
て
き
わ
め
た
こ
と

が
、「
全
国
政
権
と
し
て
の
鎌
倉
幕
府
の
最
終
的
確
立
を
も
た
ら
し

（
（（
（

た
」
と
指

摘
す
る
。
東
西
の
境
界
設
定
が
頼
朝
に
と
っ
て
幕
府
の
確
立
に
関
わ
る
重
要
な

政
策
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

真
名
本
巻
五
で
は
、
敵
討
の
志
を
持
つ
曽
我
兄
弟
を
諫
め
る
た
め
に
、
母
親

が
頼
朝
に
よ
る
支
配
領
域
と
そ
の
領
域
内
で
の
監
視
の
厳
し
さ
を
引
き
合
い
に

出
し
て
い
る
。
頼
朝
が
天
下
を
掌
握
し
た
今
、「
東（

シ
ハ
）安

久
留
・
津
輕
・
外｟

ソ
｠と

の

濱
、
西

は

壹
岐
・
對
馬
、
南

は

土
佐

の

波｟
ハ
タ
｠

、
北

は

佐
渡

の

北
山
」
の
内
は
国
々
に

守
護
を
置
い
て
追
捕
の
目
を
光
ら
せ
て
い
る
の
で
、
尋
ね
出
さ
れ
て
咎
め
ら
れ
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る
こ
と
は
必
定
だ
と
誡
め
る
の
で
あ
っ
た
。
村
井
章
介
氏
に
よ
っ
て
、
中
世
で

は
東
西
南
北
に
お
け
る
内
部
空
間
の
限
界
点
を
「
東
ハ
限
ル
○
○
」「
北
は
×

×
ニ
至
ル
」
の
よ
う
な
形
式
で
表
現
し
て
四
至
と
称
し
、
そ
れ
が
「
日
本
国
」

と
い
う
広
が
り
に
も
適
用
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

（
（（
（

る
。

　

そ
う
し
た
四
至
が
、
巻
九
で
は
少
し
変
容
し
て
い
る
。
敵
討
後
に
名
の
り
を

上
げ
た
が
誰
も
攻
め
寄
せ
て
こ
な
い
状
況
で
、
十
郎
が
「
ひ
と
ま
ず
逃
れ
て
山

野
の
奥
で
静
か
に
自
害
し
よ
う
」
と
い
う
主
旨
の
発
言
を
す
る
。
そ
れ
を
受
け

て
五
郎
は
、
頼
朝
の
支
配
領
域
の
広
が
り
を
根
拠
に
、
逃
れ
る
こ
と
な
ど
不
可

能
だ
と
窘
め
る
。
そ
の
際
に
言
及
さ
れ
た
の
が
、「
南

は

限
ル二

熊
野

の

御（
ヲ
（山

を一

、
北

は

限
ル二

佐
渡

の

嶋
を一

、
東

は

限（
ル
）

二

ア
ク
ル褐

・
津（

ツ
カ
ル
（輕

・
蠻ヘ

ソ
か

嶋
を一

、
西

は

限
ル二

鬼
界
・
高
麗
・

硫（
ユ
（

黃
か

嶋（
ヲ
）

一

」
で
あ
り
、
巻
五
の
記
述
よ
り
さ
ら
に
変
化
に
富
ん
だ
境
界
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
叙
述
は
阿
部
泰
郎
氏
に
よ
っ
て
「『
鎌
倉
殿
』
の
支

配
す
る
日
本
国
の
領
域
を
と
り
ど
り
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
兄
弟
が
立
ち
向

か
う
巨
大
な
権
力
が
描
き
出
さ
れ
る
仕
掛
け
で
あ

（
（（
（

る
」
と
考
察
さ
れ
る
。

　

頼
朝
が
曽
我
兄
弟
に
対
し
て
強
大
な
影
響
力
を
持
つ
存
在
と
し
て
描
か
れ
る

の
は
夙
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

（
（（
（

る
。
曽
我
兄
弟
は
、
頼
朝
に
叛
逆
し
た
伊

東
祐
親
の
孫
で
あ
り
、
頼
朝
の
側
近
で
あ
る
工
藤
祐
経
を
敵
と
し
て
追
い
続
け

る
存
在
で
あ
る
。
頼
朝
が
勢
力
を
伸
張
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
彼
ら
の
生
き
る
世

界
は
窮
屈
で
困
難
な
も
の
へ
と
変
容
し
続
け
る
。
そ
う
し
た
彼
ら
の
息
苦
し
さ

が
、
頼
朝
の
領
域
拡
張
の
語
り
の
背
後
に
は
あ
る
。

　

し
か
し
ま
た
、
こ
の
東
西
の
境
界
性
か
ら
浮
上
す
る
「
ト
ラ
」
の
存
在
が
、

曽
我
兄
弟
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
も
ま
た
指
摘
で
き
る
の
で

あ
る
。
頼
朝
の
支
配
領
域
に
関
す
る
語
り
は
、
東
西
か
ら
強
力
な
「
ト
ラ
」
を

呼
び
起
こ
す
動
機
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
次
章
以
降
で
推
察
し
て
い
き

た
い
。

四　
「
東
北
（
艮
う
し
と
ら

）」
へ
の
視
線
―
―
寅
と
毘
沙
門

　

真
名
本
に
記
さ
れ
る
虎
御
前
の
父
は
、
平
治
の
乱
に
よ
っ
て
都
か
ら
東
国
へ

と
落
ち
て
き
た
宮
内
判
官
家
長
と
い
う
者
で
、
彼
は
奥
州
平
泉
へ
流
さ
れ
た
民

部
権
小
輔
基
成
の
乳
母
子
で
あ
る
と
い
う
。
虎
の
父
が
、
陸
奥
守
も
務
め
た
藤

原
基
成
に
関
与
す
る
人
間
だ
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
、
虎
と
東
北
（
艮
・
丑

寅
）
を
間
接
的
に
結
び
つ
け
る
。
頼
朝
が
東
北
を
攻
め
る
契
機
と
な
っ
た
の
は

義
経
の
奥
州
潜
伏
で
あ
り
、
角
田
文
衛
氏
に
よ
る
と
義
経
は
基
成
を
頼
っ
て
奥

州
平
泉
を
目
指
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
す

（
（（
（

る
。

　

基
成
の
娘
が
藤
原
秀
衡
の
正
妻
と
な
っ
て
生
ん
だ
泰
衡
は
、
最
終
的
に
義
経

を
襲
撃
す
る
。
こ
の
時
に
義
経
が
自
害
し
た
衣
川
館
は
、
基
成
の
館
で
あ
っ
た
。

義
経
の
死
後
に
奥
州
攻
め
は
決
行
さ
れ
、
合
戦
を
終
え
て
鎌
倉
へ
と
戻
っ
た
頼

朝
は
、
平
泉
中
尊
寺
の
二
階
大
堂
と
い
う
大
長
寿
院
を
模
し
た
永
福
寺
を
造
営

す
る
。
義
経
や
泰
衡
を
は
じ
め
と
し
た
死
者
の
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
、
大
倉
御

所
の
鬼
門
に
当
た
る
艮
の
方
角
に
こ
の
寺
を
建
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
永
福

寺
の
造
営
に
深
く
関
わ
っ
た
二
階
堂
行
政
が
別
名
を
「
生い

き

毘び

沙し
ゃ

門も
ん

」
と
号
し
た

と
い
う
保
立
道
久
氏
に
よ
る
指
摘
は
、
艮
と
毘
沙
門
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し

て
興
味
深

（
（（
（

い
。

　

毘
沙
門
と
義
経
と
が
密
接
に
関
わ
り
合
う
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
知
ら
れ
る

が
、
五
郎
も
ま
た
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。
五
郎
が
箱
根
別
当
行

実
か
ら
授
か
っ
た
の
は
義
経
が
権
現
に
寄
進
し
た
兵
庫
鎖
の
太
刀
で
あ
り
、
屋
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代
本
『
平
家
物
語
』
剣
巻
な
ど
に
も
、
こ
の
太
刀
ゆ
え
に
敵
討
を
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

（
（（
（

る
。
霊
威
あ
る
剣
を
義
経
か
ら

継
承
す
る
者
と
し
て
の
資
格
が
、
一
時
的
に
せ
よ
五
郎
に
与
え
ら
れ
た
と
受
け

と
め
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
斬
ら
れ
た
十
郎
の
も
と
へ
駆
け
つ
け
よ

う
と
、
太
刀
を
額
に
当
て
て
怒
り
の
形
相
で
敵
勢
を
見
ま
わ
す
五
郎
の
様
相
は

「
刀

（
タ
ウ
シ
ユ
（

鈸
毘
沙
門
」（『
真
名
本
曾
我
物
語
』〔
東
洋
文
庫
〕
で
は
「
刀た

う

鈸ば
ち

（
兜

跋
）
毘
沙
門
」
と
ル
ビ
を
振
る
）
に
喩
え
ら
れ
て
も
い
る
。

　

義
経
と
同
様
に
東
北
や
毘
沙
門
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
坂
上
田
村
麻
呂
も
ま
た
、

曽
我
兄
弟
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
曽
我
兄
弟
が
箱
根
路
へ
向
か
う
と
き
に
通

る
「
田
村
大
道
」
は
「
鎌
倉
か
ら
藤
沢
・
一
の
宮
（
茅
ヶ
崎
市
）・
田
村
（
平

塚
市
）・
伊
勢
原
・
秦
野
・
大
井
町
を
経
て
、
桑
の
原
の
辺
り
を
南
北
に
通
っ

て
小
田
原
に
至
る
。（
略
）
足
柄
に
向
か
う
と
す
れ
ば
北
西
へ
、
箱
根
に
向
か

う
と
す
れ
ば
南
へ
と
別
れ
る
こ
と
に
な

（
（（
（

る
」
道
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
田
村

と
い
う
地
名
は
坂
上
田
村
麻
呂
に
由
来
す
る
と
の
伝
説
が
あ

（
（（
（

る
。
こ
の
地
に
あ

る
三
浦
義
村
の
館
を
三
寅
（
頼
経
）
が
訪
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

　

田
村
大
道
を
通
り
抜
け
て
辿
り
着
い
た
箱
根
で
、
五
郎
は
矢
立
の
杉
に
つ
い

て
説
明
す
る
。「
柏
原
宮
」
と
い
う
太
子
が
東
夷
を
鎮
め
る
た
め
に
奥
州
へ
向

か
う
途
中
に
、
権
現
へ
の
手
向
け
と
し
て
上
差
し
の
鏑
矢
を
杉
に
射
立
て
て
以

降
、
そ
れ
に
倣
っ
て
矢
を
射
て
献
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。『
筥
根
山
縁

起
』
で
は
坂
上
田
村
麻
呂
に
始
ま
る
と
す
る
こ
と
か
ら
、
彼
を
征
夷
大
将
軍
に

任
じ
た
桓
武
天
皇
を
「
柏
原
帝
」
と
も
い
う
こ
と
が
影
響
し
て
「
柏
原
宮
」
と

な
っ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
て
い

（
（（
（

る
。
そ
う
し
た
由
来
の
杉
に
矢
を
捧
げ
る
曽

我
兄
弟
の
行
為
は
、
奥
州
に
向
か
っ
た
田
村
麻
呂
に
よ
る
先
例
を
踏
襲
す
る
。

　

さ
て
『
神
道
集
』
の
「
諏
訪
大
明
神
の
秋
山
祭
の
事
」
に
は
、
田
村
麻
呂
が

鞍
馬
の
毘
沙
門
天
か
ら
授
か
っ
た
剣
で
奥
州
の
悪
事
高
丸
を
倒
し
た
と
あ
り
、

そ
の
勝
利
に
毘
沙
門
の
力
添
え
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
頼
朝
が
奥
州
合
戦
の
帰
途
に
立
ち
寄
っ
た
達
谷
窟

に
つ
い
て
の
記
事
が
載
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
朝
廷
の
命
を
受
け
て
田
村
麻
呂

や
藤
原
利
仁
な
ど
の
将
軍
が
蝦
夷
を
征
服
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
賊
主
悪
路
王

と
赤
頭
が
塞
を
構
え
た
の
が
こ
の
窟
で
あ
る
と
い
う
。
田
村
麻
呂
が
、
こ
の
窟

の
前
に
鞍
馬
寺
を
模
し
た
西
光
寺
を
建
立
し
、
多
聞
天
（
毘
沙
門
天
）
の
像
を

安
置
し
た
こ
と
や
、
こ
の
達
谷
窟
か
ら
北
に
十
日
余
り
行
く
と
「
外
濱
」
に
至

る
こ
と
も
記
さ
れ

（
（（
（

る
。「
外
濱
」
が
真
名
本
で
も
言
及
さ
れ
る
地
で
あ
る
こ
と

は
先
述
し
た
が
、
冒
頭
部
分
に
も
安
日
と
天
下
を
争
っ
た
神
武
天
皇
が
安
日
の

同
類
を
「
外
濱
」
へ
と
追
放
し
た
の
が
蝦
夷
の
祖
で
あ
る
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、

強
調
さ
れ
た
東
の
境
界
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
田
村
麻
呂
や
義
経
を
介
し
て
想
起
さ
れ
る
毘
沙
門
の
存
在
は
、

曽
我
兄
弟
の
敵
討
を
成
功
へ
と
導
く
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

義
経
経
由
の
太
刀
を
得
た
五
郎
が
「
刀
鈸
毘
沙
門
」
と
見
做
さ
れ
る
一
方
で
、

涙
も
ろ
く
心
弱
き
者
と
し
て
描
か
れ
る
十
郎
の
傍
ら
に
「
虎
」
御
前
の
存
在
が

あ
る
と
さ
れ
た
の
に
は
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。
鞍
馬
毘

沙
門
の
申
し
子
と
さ
れ
る
小
栗
判
官
も
「
智
恵
の
賢
さ
」
が
強
調
さ
れ
る
よ
う

に
、「
寅
」
に
ま
つ
わ
る
虎
御
前
も
ま
た
優
れ
た
素
質
を
持
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
ト
ラ
」
は
、
毘
沙
門
の
加
護
を
受
け
て
敵
に
勝
つ

話
型
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
、
心
強
き
名
と
し
て
も
受
け
と
め
ら
れ
た
と
推
察

さ
れ
る
。
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五　
「
西
」
の
影
響
力
―
―
虎
退
治
譚
と
敵
討

　

十
郎
が
虎
御
前
を
思
い
な
が
ら
眺
め
や
る
大
磯
の
高
麗
山
が
、
箱
根
・
伊
豆

の
二
所
権
現
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
こ
こ

は
ま
た
、「
高
麗
国
」
と
も
関
わ
る
地
で
あ
っ
た
。

　

大
磯
と
高
麗
と
の
関
係
は
、
中
世
の
縁
起
類
に
示
さ
れ
て
い
る
。
政
子
が
伊

豆
山
で
夢
に
見
た
唐
の
鏡
は
、『
走
湯
山
縁

（
（（
（

起
』
に
「
相
模
國
唐
濱
」
の
磯

（
大
磯
）
に
現
れ
た
と
記
さ
れ
る
も
の
で
、
三
韓
征
討
の
際
に
神
功
皇
后
と
契

約
し
て
高
麗
国
（
高
句
麗
）
か
ら
日
本
に
渡
来
し
た
も
の
だ
と
説
明
さ
れ
る
。

『
箱
根
山
縁
起
幷
序
』
に
も
、
高
麗
寺
の
名
は
、
神
功
皇
后
の
三
韓
征
討
後
に

「
高
麗
大
神
和
光
」
を
「
當
州
大
礒
聳
峯
」
に
移
し
奉
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る

と
あ
る
。

　

以
前
に
拙
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
「
高
麗
」
や
「
も
ろ
こ
し
が
原
」
を
内
包

し
て
い
た
中
世
の
大
磯
は
、
渡
来
す
る
人
々
や
神
々
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
語
ら

れ
る
異
国
性
豊
か
な
地
で
あ
っ

（
（（
（

た
。『
更
級
日
記
』
に
は
、
も
ろ
こ
し
が
原
に

大
和
撫
子
が
咲
い
て
い
た
の
を
人
々
が
面
白
が
っ
た
と
あ
り
、『
宴
曲
集
』「
海

道
下
」
に
も
「
大
和
に
は
あ
ら
ぬ
唐

も
ろ
こ
し

が　

原
を
ば
遠
く
隔
て
来
て
」
と
あ
る

よ
う
に
、
大
和
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
で
そ
の
異
国
性
が
強
く
浮
き
彫
り
に
さ
れ

る
場
で
あ
っ
た
。
異
国
と
の
境
界
を
強
く
意
識
す
る
真
名
本
が
、「
も
ろ
こ
し

が
原
」
や
「
高
麗
」
か
ら
発
せ
ら
れ
る
大
磯
の
異
国
性
を
無
視
し
て
虎
を
登
場

さ
せ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
九
「
渡
辺
番
、
所
縁
に
よ
る
赦
免
を
拒
み
、
奥
州
攻

め
の
勲
功
に
依
り
て
許
さ
る
る
事
」
に
は
、「
右
大
将
、
高
麗
国
を
責
め
し
時

の
追
討
使
に
」、「
高
麗
国
う
ち
し
な
へ
て
上
洛
の
時
」
な
ど
の
表
現
が
み
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
征
討
し
た
対
象
が
「
鬼
界
嶋
」
で
は
な
く
「
高
麗
」
で
あ
る
と

い
う
認
識
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
世
で
は
日
本
の
西
の
境
界
を
指

す
言
葉
と
し
て
「
鬼
界
・
高
麗
」
と
い
う
「
熟
し
た
フ
レ
ー
ズ
が
あ
ら
わ

れ
（
（（
（

る
」
と
さ
れ
る
た
め
、
混
同
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、

征
討
し
た
の
が
高
麗
で
あ
る
と
す
る
観
念
が
存
在
し
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　

高
麗
と
虎
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
平
家
に
よ
る
難
を
逃
れ
て
高
麗
国
に

渡
っ
て
い
た
対
馬
守
藤
原
親
光
が
頼
朝
の
使
者
の
迎
え
に
よ
っ
て
対
馬
に
帰
朝

し
た
と
い
う
、『
吾
妻

（
（（
（

鏡
』
に
載
る
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。
高
麗
に
い
た
時
に
、

親
光
の
郎
従
が
猛
虎
を
見
事
に
射
と
め
、
そ
の
勇
猛
さ
に
感
じ
入
っ
た
高
麗
国

王
が
親
光
に
褒
美
を
与
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
高
麗
に
渡
っ
た

者
が
実
際
に
虎
を
倒
し
た
と
い
う
逸
話
は
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
虎
退
治
譚
が

さ
ほ
ど
現
実
離
れ
し
た
話
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

中
世
に
お
い
て
虎
退
治
譚
が
武
勇
の
象
徴
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、

保
立
道
久
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
り
、
そ
の
中
で
虎
お
よ
び
虎
皮
は
「
中
国
文
化

伝
来
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
き
わ
め
て
強
力
な
呪
物
性
を
有
す
る
財
物
」
で
あ
っ

た
と
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
武
具
の
材
料
と
し
て
も
使
わ
れ
る
虎
皮
は
、
武
士

に
と
っ
て
剛
勇
と
不
敗
を
表
現
す
る
護
身
の
呪
具
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
を
指
摘
さ
れ

（
（（
（

る
。

　

虎
退
治
の
話
は
、
こ
の
よ
う
に
一
般
的
に
は
武
勇
の
称
揚
で
あ
る
と
受
け
と

め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
敵
討
の
事
情
を
色
濃
く
反
映
す
る
も
の
で
も

あ
っ
た
こ
と
を
以
下
に
示
し
て
い
き
た
い
。『
日
本
書
紀
』（
欽
明
天
皇
六
年
十

一
月
）
に
は
、
百
済
に
遣
わ
さ
れ
て
い
た
膳
臣
巴
提
便
が
、
愛
す
る
子
を
食
わ
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れ
た
報
復
と
し
て
虎
を
殺
し
て
、
そ
の
皮
を
剥
ぎ
取
っ
た
と
あ
る
。『
宇
治
拾

遺
物
語
』
に
は
、
壱
岐
守
宗
行
の
家
来
が
人
食
い
虎
を
見
事
に
射
倒
し
た
と
い

う
、
優
れ
た
武
勇
を
称
え
る
話
（
一
五
五
話
〔
巻
第
十
二
ー
十
九
〕）
に
続
い

て
、
子
を
虎
に
食
わ
れ
た
遣
唐
使
が
虎
を
退
治
し
て
子
の
亡
骸
を
取
り
返
し
て

き
た
と
の
話
も
載
る
。
虎
退
治
は
、
勇
猛
さ
を
示
す
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な

く
、
人
を
食
う
虎
に
対
す
る
報
復
と
い
う
点
で
、
敵
討
の
要
素
を
含
む
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
敵
討
と
関
連
す
る
「
虎
」
は
ま
た
、「
虎
が
石
」
の
伝
承
を
生
み

出
し
た
と
も
推
定
で
き
る
。

　

真
名
本
巻
四
に
は
、
十
郎
と
五
郎
が
母
親
に
制
止
さ
れ
て
も
密
か
に
敵
討
の

志
を
持
ち
続
け
た
と
い
う
記
述
の
後
に
、
敵
討
を
遂
げ
た
人
物
が
列
挙
さ
れ
る
。

そ
の
中
に
、
母
を
虎
に
食
わ
れ
た
胡
の
深
王
の
話
が
載
る
。
母
親
の
敵
の
虎
だ

と
思
っ
て
射
通
し
た
の
は
「
似

た
る

レ

虎
に

」
石
で
あ
り
、
や
っ
と
の
こ
と
で
矢
を

抜
い
て
再
び
そ
の
石
を
射
た
時
に
は
射
通
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
つ
い
に
敵
の

虎
を
狩
る
こ
と
に
な
る
が
、
親
の
敵
だ
と
思
っ
た
時
に
は
射
通
せ
た
石
も
、
石

だ
と
思
っ
た
時
に
は
射
通
せ
な
か
っ
た
、
と
い
う
よ
う
に
思
い
の
強
さ
に
焦
点

が
当
て
ら
れ
た
挿
話
で
あ

（
（（
（

る
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
に
も
母
親
を
殺
し
た
虎
を
討
つ
李
廣
の
話
（
巻
十
ノ
十

七
）
が
載
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
虎
に
矢
を
射
立
て
た
と
思
っ
た
ら
「
虎
ニ
似

タ
ル
岩
」
で
あ
っ
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
む
。
ま
た
少
々
使
用
意
図
が
異
な

る
例
で
は
あ
る
が
、『
松
浦
宮
物
語
』
に
も
「
か
の
大
将
軍
宇
文
会
、
人
の
か

た
ち
に
し
て
、
虎
の
心
あ
り
。（
略
）
射
つ
る
矢
、
石
を
通
す
」
と
の
表
現
が

み
え
る
。「
虎
」
を
介
し
て
「
矢
が
石
を
射
通
す
」
と
い
っ
た
連
想
が
な
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

謡
曲
『
放
下
僧
』
で
も
、
唐
土
で
母
の
敵
の
虎
だ
と
思
っ
て
射
た
ら
「
虎
に

似
た
る
大
石
」
だ
っ
た
と
い
う
話
か
ら
、「
こ
れ
も
孝
の
心
深
き
に
よ
り
。
堅

き
石
に
も
矢
の
立
つ
と
申
し
候
へ
ば
」
と
、
孝
心
の
深
さ
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

ま
た
謡
曲
『
戀
重
荷
』
に
も
「
お
も
く
と
も
。
思
は
捨
て
じ
。
唐
国
の
。
虎
と

思
へ
ば
石
に
だ
に
。
立
つ
矢
の
有
る
ぞ
か
し
」
と
あ
り
、
思
い
の
強
さ
は
不
可

能
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
可
能
に
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
む
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

歌
舞
伎
『
矢
の
根
』
に
も
「
虎
と
見
て
、
石
に
田た

作づ
く
り

蠣か
き

鱛な
ま
す

、
矢
立
の
酢す

牛ご
ぼ
う蒡

煮
こ
ゞ
り
大
根
」
と
あ
り
、「
虎
」
と
「
石
」
と
「
矢
」
の
関
連
性
が
う

か
が
え
る
。
ま
た
『
幼
稚
子
敵
討
』
に
載
る
「
虎
と
見
て
石
に
立
つ
矢
も
有
も

の
を
」
と
の
言
い
回
し
は
、「
な
ど
か
思
ひ
の
通
ら
ざ
る
べ
き
」
と
い
う
下
の

句
が
つ
い
て
「
一
念
こ
め
て
行
え
ば
、
ど
ん
な
事
で
も
で
き
る
」
の
喩
え
と
し

て
用
い
ら
れ
た
と
い

（
（（
（

う
。「
虎
だ
と
思
っ
た
と
こ
ろ
石
に
矢
が
立
っ
た
」
と
の

話
に
は
、
敵
討
へ
の
一
途
な
思
い
と
孝
心
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
成
就
」
と

い
う
主
題
も
内
包
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

ち
な
み
に
こ
こ
で
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
が
、
思
い
の
強
い
女
性
が
石
に
な

る
と
い
う
望
夫
石
や
松
浦
佐
用
姫
の
伝
承
事
例
も
、
そ
の
貞
女
と
い
う
性
格
か

ら
「
虎
が
石
」
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
異
国
や
境

界
と
の
関
連
性
が
推
察
で
き

（
（（
（

る
。

　

大
磯
延
台
寺
に
今
な
お
伝
え
ら
れ
る
「
虎
御
石
」
に
は
、
矢
や
太
刀
に
よ
る

傷
跡
の
よ
う
な
も
の
が
つ
い
て
い
る
。
あ
る
時
虎
御
前
の
も
と
に
い
た
十
郎
を

狙
っ
て
矢
が
放
た
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
石
が
飛
ん
で
き
て
十
郎
を
守
り
、
斬
り
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か
か
ら
れ
た
時
に
も
身
代
わ
り
と
な
っ
て
太
刀
を
受
け
た
か
ら
だ
と
い
う
。
矢

の
痕
跡
が
残
る
と
い
う
の
は
虎
退
治
譚
の
派
生
し
た
伝
承
と
考
え
ら
れ
は
し
ま

い
か
。

　

こ
の
よ
う
に
「
虎
が
石
」
誕
生
の
背
景
に
は
、
虎
退
治
譚
が
持
ち
伝
え
て
き

た
、
敵
討
を
介
し
た
虎
と
石
と
の
結
び
つ
き
が
あ
る
と
指
摘
で
き
よ
う
。
虎
御

前
の
名
が
、
虎
退
治
譚
に
伴
う
「
虎
」
を
想
起
さ
せ
て
、「
虎
退
治
（
敵
討
）

→
虎
と
石
→
虎
御
前
と
石
」
と
い
う
連
想
の
道
筋
を
辿
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

周
囲
に
よ
る
数
々
の
説
得
を
も
聞
き
入
れ
ず
に
敵
討
決
行
へ
と
邁
進
し
た
、
曽

我
兄
弟
の
孝
心
と
思
い
の
強
さ
が
そ
れ
を
補
強
す
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
敵
討
は
、

不
可
能
だ
と
思
わ
れ
た
が
成
就
し
た
。

結
び
に

　
「
虎
」
と
い
う
語
は
、
権
力
や
影
響
力
な
ど
と
い
っ
た
「
力
」
を
示
す
も
の

と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
き
た
言
葉
で
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
で
は
、
北
条
義
時
と

和
田
義
盛
の
力
関
係
を
虎
と
鼠
の
よ
う
だ
と
喩
え

（
（（
（

る
。
将
軍
を
廃
さ
れ
て
京
都

に
送
還
さ
れ
た
宗
尊
親
王
も
、「
と
ら
と
の
み
も
ち
ゐ
ら
れ
し
は
昔
に
て
今
は

ね
ず
み
の
あ
な
う
よ
の
中
」（『
竹
風
和
歌
抄
』
二
四
六
）
と
、
虎
と
鼠
を
引
き

合
い
に
し
て
そ
の
落
差
を
嘆
い
て
い
る
。

　

大
磯
で
毎
年
五
月
五
日
に
行
わ
れ
る
国こ

う
の府

祭ま
ち

に
お
け
る
「
座
問
答
」
で
は
、

虎
の
皮
が
重
要
な
役
割
を
担
う
。
一
宮
（
寒
川
神
社
）
と
二
宮
（
川
勾
神
社
）

が
虎
の
皮
を
用
い
て
、
ど
ち
ら
が
上
位
で
あ
る
か
を
無
言
で
問
答
し
て
競
い
、

最
終
的
に
三
宮
（
比
々
多
神
社
）
の
神
主
に
よ
る
「
い
ず
れ
明
年
ま
で
」
と
い

う
仲
裁
で
締
め
く
く
ら
れ
る
神
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
虎
の
皮
が
、
神
性
を
表

す
と
同
時
に
「
力
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
る
。

　

角
田
文
衛
氏
が
調
査
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
の
女
性
名
に
は
、「
虎
女
」
や
「
寅

女
」
以
外
に
も
「
虎
石
」
や
「
ト
ラ
イ
シ
女
」、「
虎
毗
沙
女
」
な
ど
と
い
う
名

前
が
み

（
（（
（

え
、「
ト
ラ
」
が
「
石
」
や
「
毘
沙
門
」
と
も
容
易
に
結
び
つ
く
語
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
虎
御
前
の
名
は
、
多
様
な
意
味
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
理
解
で
き
る
。
特
に
東
西
の
境
界
か
ら
想
起
さ
れ
た
毘
沙
門
や
敵
討
譚
と
関

わ
る
「
ト
ラ
（
寅
・
虎
）」
の
名
の
威
力
は
、
曽
我
兄
弟
の
敵
討
成
就
を
約
す

る
も
の
と
し
て
も
そ
の
効
果
を
抜
群
に
発
揮
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

注
1　
「
國
文
学
の
發
生
（
第
四
稿
）」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
一
巻
中
公
文
庫
所
収
（
初
出

『
日
本
文
学
講
座
』
一
九
二
七
年
）

2　
「
妙
本
寺
本
曾
我
物
語
攷
」『
妙
本
寺
本
曾
我
物
語
』
貴
重
古
典
籍
叢
刊　

角
川
書

店
（
一
九
六
九
年
三
月
）。
以
下
、
真
名
本
の
引
用
は
こ
の
文
献
に
拠
る
。

（　
「
曽
我
語
り
の
発
生
」（
上
・
中
・
下
）『
立
命
館
文
学
』（
一
九
七
二
年
、
一
九
七

三
年
、
一
九
七
六
年
）、「
曽
我
語
り
の
世
界
―
―
真
名
本
曽
我
物
語
の
原
風
景
―
―
」

（
上
・
下
）『
文
学
』
岩
波
書
店
（
一
九
八
九
年
五
月
、
六
月
）

（　

漢
字
表
記
の
真
名
本
を
訓
読
し
て
読
み
や
す
い
形
に
し
た
訓
読
本
（
大
石
寺
本
）

の
系
統
に
関
し
て
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）『
曾
我
物
語
』
の
解
説

に
詳
し
い
。

5　

角
川
氏
前
掲
書
。『
神
道
集
』
の
「
二
所
権
現
事
」
に
は
、
天
竺
か
ら
相
模
国
大
磯

に
渡
来
し
た
人
々
が
高
麗
寺
に
一
夜
留
ま
っ
て
後
に
箱
根
権
現
と
伊
豆
権
現
と
し
て

顕
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
話
に
関
し
て
は
、
真
名
本
に
も
簡
略
化
さ
れ
た
形
で
載
る
。

（　
「
老
女
化
石
譚
」『
柳
田
國
男
全
集
』
第
十
一
巻
（
ち
く
ま
文
庫
一
九
九
〇
年
）
所

収
（
初
出
一
九
一
六
年
八
月
）。
ま
た
ト
ラ
ン
尼
伝
承
に
つ
い
て
は
阿
部
泰
郎
氏
に
よ

る
考
察
が
あ
る
。「〈
聖
な
る
も
の
〉
と
女
性
―
―
ト
ラ
ン
尼
伝
承
の
深
層
」『
女
と
男

の
時
空
【
日
本
女
性
史
再
考
】
③
』
伊
東
聖
子
・
河
野
信
子
編　

藤
原
書
店
（
二
〇
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成蹊國文　第四十八号　（2015）

〇
〇
年
九
月
）

（　

角
川
氏
前
掲
書

（　
「『
曽
我
物
語
』
大
磯
の
「
虎
」
命
名
に
つ
い
て
の
覚
書
」『
中
世
文
学
研
究
』
第
二

十
二
号
（
一
九
九
六
年
八
月
）

９　
『
鬼
の
玉
手
箱　

民
俗
社
会
と
の
交
感
』
青
玄
社
（
一
九
八
六
年
十
月
）（
初
出

『
ヘ
ル
メ
ス
』
創
刊
号
一
九
八
四
年
十
二
月
）

10　
『
中
世
東
国
の
「
都
市
的
な
場
」
と
武
士
』
山
川
出
版
社
（
二
〇
〇
五
年
）

11　

石
井
進
『
鎌
倉
武
士
の
実
像　

合
戦
と
暮
ら
し
の
お
き
て
』
平
凡
社
（
二
〇
〇
二

年
十
一
月
）
参
照

12　
『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
十
月
二
十
三
日
条

1（　

巡
礼
す
る
虎
に
つ
い
て
は
、
高
木
信
氏
の
「「
虎
」
と
い
う
女
―
―
真
名
本
『
曾
我

物
語
』
に
お
け
る
巡
礼
す
る
女
性
た
ち
、
あ
る
い
は
象
徴
秩
序
か
ら
の
逃
走
―
―
」

『
相
模
国
文
』
第
三
十
八
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
な
ど
参
照

1（　
『
吾
妻
鏡
』
文
治
四
（
一
一
八
八
）
年
六
月
十
一
日
条

15　
『
吾
妻
鏡
』
寿
永
元
（
一
一
八
二
）
年
三
月
十
四
日
条

1（　
「
執
権
体
制
下
の
三
浦
氏
」『
三
浦
氏
の
研
究　

第
二
期　

関
東
武
士
研
究
叢
書
』

（　

峰
岸
純
夫
編
（
二
〇
〇
八
年
二
月
）

1（　

義
村
が
催
し
た
迎
講
に
つ
い
て
は
、
納
冨
常
夫
「
三
浦
義
村
の
迎
講
―
―
鎌
倉
に

お
け
る
弥
陀
信
仰
を
通
し
て
―
―
」
前
掲
書
（
1（
）
所
収
、
阿
部
美
香
「
走
湯
山
を

め
ぐ
る
神
話
世
界
と
そ
の
生
成
」『
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
』
中
世
文
学
と
隣

接
諸
学
（　

伊
藤
聡
編　

竹
林
舎
（
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
法
会
に

頼
経
の
御
台
所
（
竹
御
所
）
も
出
席
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

1（　
『
宗
尊
親
王
鎌
倉
御
下
向
記
』
續
國
史
大
系
第
五
巻
（
一
九
〇
三
年
九
月
）

1（　
『
宇
都
宮
文
書
』
所
収
「
足
利
尊
氏
下
文
」（
一
三
三
五
年
）　
「
早
稲
田
大
学
図
書

館
所
蔵
『
諸
家
文
書
写
』
の
紹
介
」
古
典
籍
の
会
（
代
表
宮
﨑
肇
）
早
稲
田
大
学
図

書
館
紀
要
第
六
十
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）、『
大
磯
町
史
1
資
料
編　

古
代
・
中

世
・
近
世
⑴
』、
石
井
氏
前
掲
書
な
ど

20　

真
名
本
の
夢
合
せ
譚
に
つ
い
て
は
稲
葉
二
柄
氏
に
よ
る
考
察
が
あ
る
。「『
曽
我
物

語
』
の
夢
合
せ
譚
」『
大
妻
国
文
』
第
十
九
号
（
一
九
八
八
年
三
月
）

21　

喜
界
嶋
・
貴
海
島
な
ど
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
深
入
り
し
な
い
。
キ
カ

イ
ガ
シ
マ
の
表
記
な
ど
に
つ
い
て
は
、
杉
山
和
也
「
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
と
イ
オ
ウ
ガ
シ

マ
の
認
識
の
変
遷
―
―
島
名
の
語
誌
を
手
掛
か
り
と
し
て
―
―
」、
築
地
貴
久
「
キ
カ

イ
ガ
シ
マ
の
キ
音
の
用
字
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
―
―
『
漂
到
流
球
国
記
』・『
宝

物
集
』・『
平
家
物
語
』
の
検
討
を
中
心
に
―
―
」（
と
も
に
『
軍
記
と
語
り
物
』
第
四

九
号　

二
〇
一
三
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

22　

大
石
氏
は
喜
界
嶋
が
幕
府
の
支
配
下
に
入
る
の
は
平
氏
滅
亡
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
実
際
は
喜
界
嶋
征
討
の
結
果
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。「
外
が
浜
・
夷
島
考
」

『
展
望
日
本
歴
史
（
中
世
社
会
の
成
立
』
大
石
直
正
・
柳
原
敏
昭
編　

東
京
堂
出
版　

二
〇
〇
一
年
五
月
（
初
出
『
日
本
古
代
史
研
究
』
関
晃
先
生
還
暦
記
念
会
編　

吉
川

弘
文
館　

一
九
八
〇
年
九
月
）

2（　
「
鎌
倉
幕
府
と
奥
羽
両
国
」『
中
世
奥
羽
の
世
界
』
小
林
清
治
・
大
石
直
正
編　

財

団
法
人
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
八
一
年
二
月
（
初
版
一
九
七
八
年
四
月
）

2（　

村
井
章
介
『
日
本
中
世
境
界
史
論
』
岩
波
書
店
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

25　
「
真
名
本
『
曽
我
物
語
』
の
世
界
像
」『〔
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
〕
曽
我
物
語
の

作
品
宇
宙
』
所
収　

村
上
美
登
志
編　

至
文
堂
（
二
〇
〇
三
年
一
月
）

2（　

高
木
信
「
生
成
・
変
容
す
る
〈
世
界
〉、
あ
る
い
は
真
名
本
『
曽
我
物
語
』
―
―

〈
神
〉
の
誕
生
と
〈
罪
〉
の
発
生
」『
軍
記
と
語
り
物
』
第
二
十
五
号
（
一
九
八
九
年

三
月
）
ほ
か

2（　
「
陸
奥
守
藤
原
基
成
―
―
源
義
経
と
平
泉
―
―
」『
日
本
古
代
学
論
集
』
財
団
法
人

古
代
学
協
会
（
一
九
七
九
年
三
月
）

2（　
「
虎
・
鬼
ヶ
島
と
日
本
海
海
域
史
」『
物
語
の
中
世
』
講
談
社
学
術
文
庫
二
〇
一
三

年
十
月　
（
初
出
『
中
世
の
生
活
空
間
』
戸
田
芳
実
編　

有
斐
閣　

一
九
九
三
年
）

2（　

屋
代
本
『
平
家
物
語
』
剣
巻
（
佐
藤
謙
三
・
春
田
宣
編　

桜
楓
社
一
九
七
八
年
三

月
〔
初
版
第
一
刷
一
九
七
三
年
五
月
〕）
に
は
、「
五
郎
箱
根
ノ
別
当
行
実
カ
手
ヨ
リ

兵
庫
鏁
ノ
太
刀
ヲ
得
テ
ケ
レ
ハ
思
フ
サ
マ
ニ
親
ノ
敵
討
テ
ム
ケ
リ
此
太
刀
ハ
九
郎
判

官
ノ
権
現
ニ
進
セ
タ
リ
シ
薄
緑
ト
云
剣
ナ
リ
昔
ノ
膝
丸
是
也
目
出
度
剣
ナ
リ
」
と
あ

る
。
ま
た
百
二
十
句
本
『
平
家
物
語
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）
に
も
、「
建
久
四
年

五
月
二
十
八
日
の
夜
、
曽
我
兄
弟
が
夜
討
の
と
き
、
箱
根
の
別
当
行
実
が
手
よ
り
兵

庫
鎖
の
太
刀
を
五
郎
に
得
し
は
、
こ
の
薄
緑
な
り
。
さ
れ
ば
名
を
後
代
に
あ
げ
し
と

か
や
」
と
あ
る
。
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新村衣里子　「トラ・寅・虎」の多様性

（0　
『
真
名
本
曾
我
物
語
』（
青
木
晃
・
池
田
敬
子
他
編　

東
洋
文
庫　

平
凡
社
）
注

（1　
『
平
塚
市
郷
土
誌
事
典
』
平
塚
市
企
画
編
纂
室
編
（
一
九
七
六
年
五
月
）

（2　

（0
に
同
じ

（（　

文
治
五
（
一
一
八
九
）
年
九
月
二
十
八
日
条
。
東
北
と
毘
沙
門
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
金
沢
英
之
『
義
経
の
冒
険　

英
雄
と
異
界
を
め
ぐ
る
物
語
の
文
化
史
』
講
談
社

選
書
メ
チ
エ
（
二
〇
一
二
年
十
月
）
参
照
。

（（　

走
湯
山
と
真
名
本
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
阿
部
美
香
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。「
伊

豆
峯
行
者
の
系
譜
―
―
走
湯
山
の
縁
起
と
真
名
本
『
曽
我
物
語
』
―
―
」『
説
話
文
学

研
究
』
第
三
十
七
号
（
二
〇
〇
二
年
六
月
）
な
ど

（5　

櫻
井
衣
里
子
「
真
名
本
『
曽
我
物
語
』
研
究
―
―
大
磯
の
「
虎
」
発
生
に
関
す
る

一
考
察
」『
國
文
』
第
九
十
五
号
（
二
〇
〇
一
年
八
月
）

（（　

村
井
氏
前
掲
書

（（　

文
治
元
（
一
一
八
五
）
年
六
月
十
四
日
条

（（　

保
立
氏
前
掲
書
、『
黄
金
国
家　

東
ア
ジ
ア
と
平
安
日
本
』（
シ
リ
ー
ズ
民
族
を
問

う
（
）
青
木
書
店
（
二
〇
〇
四
年
一
月
）
な
ど

（（　
『
捜
神
記
』
巻
十
一
（
干
宝　

竹
田
晃
訳　

東
洋
文
庫　

平
凡
社　

一
九
八
二
年
九

月
〔
初
出
一
九
六
四
年
一
月
〕）
に
「
誠
意
は
石
を
も
貫
く
」
と
し
て
類
話
が
載
る
。

（0　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
歌
舞
伎
脚
本
集
』
の
注

（1　
『
十
訓
抄
』（
六
ノ
二
十
二
）
や
『
古
今
著
聞
集
』
所
載
の
望
夫
石
説
話
は
、
戦
争

で
遠
く
に
旅
立
つ
夫
を
中
国
の
武
昌
の
山
で
見
送
る
女
性
が
、
子
を
背
負
い
な
が
ら

立
っ
た
ま
ま
の
姿
で
亡
く
な
り
石
と
化
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。『
唐
物
語
』
第
十
二

に
も
、
夫
へ
の
思
慕
の
強
さ
か
ら
女
性
が
石
に
な
っ
た
話
が
載
る
。
松
浦
佐
用
姫
が

異
国
に
出
征
す
る
夫
の
大
伴
狭
手
彦
を
見
送
っ
て
領
巾
を
振
っ
た
の
は
唐
土
船
が
往

来
す
る
松
浦
（
唐
津
）
の
高
い
山
の
嶺
で
あ
っ
た
。

（2　

建
保
元
（
一
二
一
三
）
年
四
月
二
日
条

（（　

但
し
、「
石
」
に
関
し
て
は
虎
に
限
ら
ず
他
の
様
々
な
語
と
も
結
び
つ
く
語
の
よ
う

で
は
あ
る
。『
日
本
の
女
性
名
（
上
）
―
―
歴
史
的
展
望
』
教
育
社
歴
史
新
書　

一
九

八
九
年
九
月
（
初
出
一
九
八
〇
年
九
月
）

引
用
文
献

　
『
宴
曲
集
』（『
中
世
近
世
歌
謡
集
』
所
収
）『
愚
管
抄
』『
矢
の
根
』（『
歌
舞
伎
十
八
番

集
』
所
収
）
は
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
東
関
紀
行
』（『
中
世
日
記
紀
行
集
』
所
収
）『
承

久
記
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
古
今
著
聞
集
』
は
新
潮
日
本
古
典
集
成
、『
今
昔
物

語
集
』『
松
浦
宮
物
語
』
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、『
教
訓
抄
』（『
古
代
中
世
芸
術
論
』

所
収
）
は
日
本
思
想
大
系
、『
竹
風
和
歌
抄
』
は
新
編
国
歌
大
観
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。

　

ま
た
『
小
栗
判
官
』
は
『
説
経
節
』（
東
洋
文
庫
）、『
走
湯
山
縁
起
』『
箱
根
山
縁
起
幷

序
』
は
と
も
に
『
新
校
群
書
類
従
』
巻
第
二
十
五
、
謡
曲
は
『
謡
曲
二
百
五
十
番
集
』
に

拠
っ
た
。

（
し
ん
む
ら
・
え
り
こ　

本
学
非
常
勤
講
師
）
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